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多い｡ 著者は成犬の股関節の寛骨臼上外縁を切除することによって実験的に目蓋形成不全の状 態 をつ く
り, 術後 1カ月ないし6 カ月目に屠殺し, 大腿骨骨頭に起こる病変を肉眼的, レ線学的および病理組織学
的に遣求 した｡ 本実験において, 従来述べられている変形性股関節症における大腿骨骨頭の病変にきわめ
てよく似た病変を発生させることが出来た｡
肉眼的病変 : 術後 1 カ月の例においてすでに骨頭の関節軟骨に環状の軟骨の磨滅が起こり, その表面
には出血巣が認められる｡ 術後 2 カ月以上を経過すると, 多くの例において, 関節軟骨の一部が欠損 し,
骨組織が露出したり, 骨頭周辺に骨縁提形成が起こり, 時の経過とともにその病変が増大 し, 骨頭は聾状
変形を来たすようになる｡
レ線学的所見 : 術後 5 カ月の 1例においてほ, 骨頭内に骨嚢胞よう陰影が数個認められ, また術後 6
カ月の 1例において, 骨頭内に骨嚢胞が証明された｡
病理組織学的病変 : 骨頭に起こる病変は, 関節軟骨の限局性の磨滅とその修復反応としての軟骨細胞
の増殖, 骨頭周辺の緑提形成, 骨髄の脂肪化である｡ この病変は日を経るにしたがって増強してゆく｡ そ
して術後 5 カ月以上を経過すると病変は非常に高度になって来る｡ 一般に, 関節軟骨は摩擦を受ける部分
は磨滅する｡ 骨柱は圧迫をうけると肥厚し, 勢力をうけると萎縮すると考えられるが, 本実験 にお いて
は, ある例では骨柱の萎縮, 他の例では肥厚, またその他の例では萎縮と肥厚が同一骨頭内に共存してい
た｡ これらの関節病変はすべて骨頭に作用する外力の種類と程度に応じて発生するものであると考えられ
る｡ 術後 6 カ月を経た例では, しばしば典型的な変形性股関節症の病変が見出された｡ これらの標 本 で












教室では上述の仮説に基づいて, 多くの症例について治療が行なわれているが, その成績は良好で, 上述
の発生理論を強く支持 しているように思われる｡
変形性股関節症に対 し, 現在一般に M c M urray の骨幹内方移動転子間骨切術や, V oss 氏の T e山一
porare H angehtlfte 法が行なわれ, かなり良好な成績があげられているが, これらの手術法は本来一次
性変形性股関節症に対 して行なわれるものであって, 関節の解剖学的条件を改善するものではない｡ 二次
性変形性股関節症に対する治療は上述のように全 く異った見地に立って考えるべきである｡
論 文 審 査 の 結 東 の 要 旨
変形性股関節症のうちでは白蓋形成不全に起因する二次性症例が最大多数をしめているが, 本研究はそ
の発生病理を解明するために行なわれた実験的研究である｡
成犬の股関節の目蓋を切除すると, 大腿骨骨頭に異常滑動運動が起こるために, ほとんど全 例 にお い
て, 変形性股関節症が発生する｡ すなわち関節軟骨は磨滅 し, 骨頭は聾状の変形をきたし, 骨頭内骨柱に
は萎縮破壊と肥厚が混在 し, ときには嚢胞の形成もみ られた.O このような病変は大腿骨骨頭の異常滑動の■
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